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金
融
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
七
十
一
号

金
融
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
五
十
三
条
第
五
項
及
び
第
六
十
三
条
第
四
項
並
び

に
金
融
庁
設
置
法
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

金
融
庁
組
織
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
五
項
中
「
附
則
第
七
条
第
三
項
」
を
「
附
則
第
六
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
を
削
り
、
附
則
第
七
条
を
附
則
第
六
条
と
し
、
附
則
第
七
条
の
二
を
附
則
第
七
条
と
す
る
。

附
則
第
八
条
を
削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

消
費
者
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
七
十
二
号

消
費
者
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
六
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

消
費
者
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
一
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
七
十
号

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）第
六
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
一
条
中
「
二
人
」
を
「
三
人
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
次
長
）

第
一
条

個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
事
務
局
に
、
次
長
一
人
を
置
く
。

２

次
長
は
、
事
務
局
長
を
助
け
、
事
務
局
の
事
務
を
整
理
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改

正
）

２

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二

十
八
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
う
ち
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
第
二
条
第
十
八
号
の
改
正
規
定
中「
第
二
条
第
十
八
号
」

を
「
第
三
条
第
十
八
号
」
に
改
め
、
同
令
第
三
条
の
改
正
規
定
中
「
第
三
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
る
。

（
行
政
機
関
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
活
用
に
よ
る
新
た
な
産
業
の
創
出
並
び
に
活
力
あ
る

経
済
社
会
及
び
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

３

行
政
機
関
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
活
用
に
よ
る
新
た
な
産
業
の
創
出
並
び
に
活
力
あ
る

経
済
社
会
及
び
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
十
九
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
う
ち
個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
第
三
条
第
二
号
の
改
正
規
定
中
「
第
三
条
第
二
号
」を「
第

四
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
七
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
中
「
五
人
」
を
「
四
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三




		2017-03-30T18:53:02+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




